
年間指導計画作成手順

学習到達目標をＣＡＮ－ＤＯリストで確認し，使用教科書と関連付けて，単元の目標を決める。
年間を通じて五つの領域の到達目標が網羅されるように，重点領域とＣＡＮ－ＤＯリスト対応項目
を各単元に割り振る。

※ ただし，「読むこと」「書くこと」については，指導の初期段階では記録に残す評価を行わない。
また，「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」については，学級担任やＡＬＴと条件をそろえた
形で行えるように，学期に１回程度のパフォーマンステストを設定する。

STEP １ ＣＡＮ－ＤＯリストと使用教科書から単元の目標と重点領域を設定する

目的や場面，状況などを設定した言語活動の大まかな内容を考える。なお，１つの単元で２つ
の領域を重点とする場合は，それぞれの領域に対応する言語活動を考える。

STEP ２ 単元の目標を達成するための言語活動を考える

「知識・技能」については，扱う言語材料が分かるように記載する。

「思考・判断・表現」については，単元の最終の言語活動において設定するコミュニケーションを
行う目的や場面，状況などが分かるように記載する。

「主体的に学習に取り組む態度」については，「思考・判断・表現」に記載した内容を「～しようと
している」と変えて記載する。

STEP ３ 観点別評価規準を決める
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